








農村舞台 . お堂Area.4 集落の伝統文化を継承する。
この農村舞台では西祖谷山村の伝統文化であるユネスコ無形文化遺産の

「神代踊り」と有瀬集落の舞踊である「有瀬かぐら」を披露する場である。

傾斜地農村を背景に踊り舞う姿はとても幻想的で訪れる観光客も伝統文化

に触れることができる。

お堂文化を残していく。

五穀豊穣や雨乞いなどの祈りを捧げる場として

お堂が利用される文化を残していく。農村舞台

の木組みの中を通るように階段を降りていくと、

そこには見晴らしの良いお堂が現れる。
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農村舞台で神代踊りが舞う お堂でのんびりと過ごす人々

農村舞台について。

▽GL
基準点より -3000

0 15105

F-F′ 断面 1/200

▽GL
基準点より -3000

4
0
0
0

徳島県の山間集落は山奥に位置しており繁華街へ遊びに行くことができ

ない。そこで集落の人たちが力を合わせ「農村舞台」という娯楽を楽し

むための場所を作った。この農村舞台が建設されたのは幕末期ごろとい

われており、娯楽だけではなく豊作祈願や豊作感謝の祭りも行われ、歌

や踊りなどの芸能も奉納した。この歌と踊りを練習するための場所とし

ても農村舞台が利用され、人が少なくなれば人形を作りそれを操って芸

を披露するという話もある。

集落の人と力を合わせてできた農村舞台と伝統芸能は徳島県の文化財と

して未来へと継承されている。

徳島市八多町　犬飼農村舞台三好市西祖谷山村　後山農村舞台

農村舞台を変化させる。

伝統芸能を披露するための場所ではなく、集落を見渡すことのできる展望

台の要素を取り入れることで訪れた人が立ち寄りやすい場所を目指した。

後山農村舞台は襖を動かして柄を変化

させる「襖からくり」を披露する舞台

犬飼農村舞台は人形を操り劇をする

「人形浄瑠璃」を披露する舞台
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コンドミニアム . レストランArea.5
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アーティスト住居 1

集落の「住」を体験する。

集落の移住体験ができる短期滞在型の宿として貸し出す。気軽に移住を体験し、

畑で収穫した野菜を調理し、集落の人と食卓を囲みながらご飯を食べる。

そこで人の暖かさと自然の良さをより感じ移住者を促進させる。

D-D′ 断面 1/200

立面 1/200

立面 1/200

集落の「食」を体験する。

集落で収穫した新鮮な野菜を郷土料理に使用し傾斜地農村を眺めながら

味わうことができる。この集落でしかできない体験。

鍛冶場 . アーティスト住居 . ギャラリーArea.6

自然に囲まれた土地で自然の音を聞きながら創作活動に励むことができる。

オープンなアトリエで地域住民と話しながら絵をかいたり、絵画教室を開く

ことで交流をより深めその交流を通してより良い作品を創っていく。

自然の中で作品を創り上げる。
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レストランテラスから集落を眺める エントランス棟 木組みと植栽で自然を感じる
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鍛冶場 アーティスト住居 ギャラリー　南側立面 1/200
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アーティスト住居１

D子 (28) 東京都出身 美術大学卒業後

海外留学を経て集落で創作活動に励む。　

鍛冶場で農具を継承。
急斜面での農作業では普通の鍬を使って作業することができない。そこで角

度をつけた祖谷地方特有の農具を作る鍛冶場が存在した。それを継承してい

くための場所である。

住民情報
アーティスト住居 2

F男 (34) 徳島県出身 建設業の鍛冶工を

経て集落で独立。伝統継承のため鍛冶教

室を開いている。

G男 (26) 岡山県出身 F男の弟子

アーティスト住宅 . ギャラリー 1/200
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